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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

た
と
言
え
る
わ
け
で
す
。
も
し
も
あ
あ

い
う
運
動
が
な
け
れ
ば
、
た
ぶ
ん
公
民

館
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と

初
代
公
民
館
職
員
で
あ
り
元
教
育
長
の

徳
永
功
さ
ん
も
当
時
を
ふ
り
返
っ
て
い

ま
す
。

後
の
事
業
に
お
い
て
も
、
公
民
館
の

役
割
と
住
民
の
た
め
の
事
業
と
は
何
か

を
常
に
追
求
し
、
市
民
大
学
セ
ミ
ナ
ー
、

若
い
ミ
セ
ス
の
教
室
と
保
育
室
、
し
ょ

う
が
い
し
ゃ
青
年
学
級
な
ど
の
事
業
を

実
施
し
、
全
国
の
公
民
館
事
業
の
先
駆

的
事
例
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
国
立
市
公
民
館
６０
周
年
記

念
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
国
立

市
公
民
館
の
成
り
立
ち
や
原
点
を
改
め

て
学
び
直
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
を
中
心
に
「
公
民
館
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
」
に
つ
い
て
自
ら
調
べ
、
学
び

合
い
、
関
係
各
所
に
働
き
か
け
、
住
民

相
互
の
理
解
を
経
て
、
住
民
自
身
の
手

に
よ
り
築
き
上
げ
た
の
で
す
。
た
だ
し
、

そ
の
建
物
は
旧
自
治
体
警
察
の
再
活
用

で
予
算
は
一
銭
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

開
館
式
典
も
清
貧
で
し
た
が
、
そ
こ

に
は
確
か
な
学
習
へ
の
欲
求
、
文
化
・

芸
術
活
動
の
拠
点
づ
く
り
を
３
年
間
待

ち
望
ん
で
き
た
草
創
期
の
住
民
の
熱
い

息
吹
や
力
強
い
原
動
力
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
公
民
館
が
生
ま
れ
た
の
は
、
国
立

が
文
教
地
区
に
な
っ
た
か
ら
。
つ
ま
り
、

文
教
地
区
に
指
定
し
よ
う
と
い
う
住
民

の
動
き
に
連
な
っ
て
、
公
民
館
が
で
き

国
立
市
公
民
館
は
、
昭
和
３０
（
１
９

５
５
）
年
１１
月
３
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
は
、
新
憲
法
の
民
主
主

義
と
平
和
の
精
神
が
浸
透
す
る
時
期
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
運
動
が
育
っ

て
い
く
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。
国
立
で

も
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、「
町

名
問
題
」
や
「
浄
化
運
動
」「
文
教
地

区
指
定
運
動
」
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

激
し
く
も
貴
重
な
経
験
か
ら
「
自
分
た

ち
の
問
題
は
、
自
分
た
ち
の
力
で
解
決

し
て
い
く
」
と
い
う
住
民
自
治
の
精
神

と
実
践
を
学
び
、
生
活
で
直
面
す
る
多

く
の
課
題
に
対
し
、
住
民
自
ら
の
意
思

と
意
見
を
反
映
す
る
た
め
の
自
己
改
革

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

住
民
主
体
の
取
り
組
み
は
、
地
域
学

習
活
動
や
文
化
活
動
を
求
め
る
動
き
に

派
生
し
、
そ
の
後
の
公
民
館
誕
生
の
際

に
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

の
多
く
の
公
民
館
が
文
部
省
・
行
政
主

導
で
設
置
さ
れ
る
な
か
で
、
国
立
の
公

民
館
は
、
青
年
、
婦
人
、
地
域
、
商
工

先
人
達
が
残
し
た
資
料
や
記
録
か
ら

公
民
館
の
草
創
期
を
か
い
ま
見
る
こ
と

や
戦
後
７０
年
の
節
目
も
考
察
し
、
公
民

館
の
役
割
や
意
義
を
再
確
認
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
誰
も
が
主
体
的
に
学
習
で

き
る
環
境
醸
成
の
た
め
、
地
域
に
お
け

る
学
習
還
元
を
促
す
社
会
教
育
施
設
・

公
民
館
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
あ
る

べ
き
な
の
か
。
周
年
記
念
事
業
づ
く
り

を
通
じ
て
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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公
民
館
は
６０
周
年
を
迎
え
ま
す

公
民
館
長
　
石
田
進

公民館60周年記念事業実行委員を募集します！
60周年記念事業の企画や運営、実施について、多くの方々か
らご提案やご意見をいただきたいと思います。ご興味のある
方はどなたでもぜひご参加ください。いままでの公民館を知
りこれからの公民館を考える契機にしたいと考えています。
と　き　４月2１日（火）夜７時～９時
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（572）５１４１

岩波映画『町の政治』は、国立町（当時）の公民館
で町の予算がどのように使われているか勉強し、教育
環境や暮らしの改善に向けて異議申し立て、提言に取
り組む女性たちの活動を追ったドキュメンタリーで
す。この映画は、今年６０年を迎える公民館開館当初の
活動を伝える記録であると同時に、戦後日本の文化や
社会を考える上での希少な映像資料として再評価され
ています。
今回は、記録映画を保存・活用するアーカイブ・プ

ロジェクトを推進してきた吉見さんをお招きして、当
時の日本社会をふり返ります。

お　話　吉見　俊哉（東京大学）

と　き　４月２４日（金）夜７～９時
ところ　公民館　３階講座室　定員　４０名（先着順）
＊ご自由においでください。この講座は、公民館運営
審議会委員との共同企画です。

１９５７年　白黒３０分　監督：時枝俊江

公民館６０周年・上映と講演のつどい
〈映画〉『町の政治―べんきょうするお母さん』
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至立川

信用金庫
富士見通り

書店

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

JR 国立駅
至東京

南　口

国立市公民館

大
学
通
り

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
公
民
館
が

主
催
す
る
行
事
は
「
公
民
館
だ
よ
り
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

「
公
民
館
映
画
会
」
や
、
最
近
出
版

さ
れ
た
本
・
話
題
に
な
っ
た
本
の
著
者

を
お
招
き
し
て
お
話
を
う
か
が
う
「
図

書
室
の
つ
ど
い
」
な
ど
、
申
込
み
不
要

で
、
月
に
一
度
開
催
し
て
い
る
講
座
も

あ
り
ま
す
。（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

公
民
館
に
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
活
動

の
場
と
し
て
無
料
で
利
用
で
き
る
８
つ

の
会
場
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
交

流
ロ
ビ
ー
で
は
、
展
示
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

公
民
館
を
利
用
で
き
る
の
は
、
主
に

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
で
構
成

さ
れ
る
、
自
主
的
な
活
動
を
行
う
グ
ル

ー
プ
で
す
。個
人
が
主
催
す
る
も
の（
指

導
者
が
行
う
教
室
）
や
、
宗
教
活
動
、

政
治
活
動
、
営
利
に
関
わ
る
活
動
で
は

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
会
場
を
よ
り
有
効
に
活
用

で
き
る
よ
う
、
市
民
の
方
々
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
、
会
場
調
整
会
を
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。
会
場
調
整
会
の
詳

細
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
利
用
申
込
み
の
受
付
時
間

朝
９
時
～
夕
５
時
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）。
月
曜
日
は
休
館
の
た
め
、

電
話
受
付
の
み
。

公
民
館
図
書
室
に
は
約
２
万
４
千
冊

余
り
の
本
と
、
５０
種
類
ほ
ど
の
日
本
語

・
外
国
語
の
新
聞
、
雑
誌
が
あ
り
ま
す
。

公
民
館
活
動
、
市
民
活
動
の
資
料
室
と

し
て
の
役
割
も
も
っ
て
い
ま
す
。
開
室

時
間
中
は
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
、

国
立
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者
お
よ

び
国
分
寺
と
府
中
、
立
川
市
民
は
借
り

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

初
め
て
借
り
る
方
は
住
所
を
確
認
で

き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
図
書

室
利
用
カ
ー
ド
は
図
書
館
と
共
通
で
す
。

■
開
室
時
間

火
、
木
、
金
、
日
、
祝
日

�

…
朝
９
時
～
夕
５
時

水
曜
日
、
土
曜
日
…
朝
９
時
～
夜
８
時

■
休
室
日　

毎
週
月
曜
日
と
年
末
年
始

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

学び、つ
どい、広がる場

―公民館をご利用ください―
公民館は市民の文化活動や学習仲間づくりなどのための学習施設です。

会場を利用してグループの学び、講座や図書室などを通して個人での学びを広げるこ

とができます。講座への参加や会場の利用は無料です。まずはお気軽においでください。

公
民
館
の
催
し

公
民
館
図
書
室

会　

場

「公民館映画会」では年２回、
映画のお話もあります

「
図
書
室
の
つ
ど
い
」
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
す

Ｊ
Ｒ
中
央
線

�

国
立
駅
南
口
か
ら
徒
歩
約
５
分

和
室
（
１５
帖
）

国
立
市
公
民
館
正
面

地下ホール（定員８５名）

図書室は中２階と
２階です
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学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

公民館の会場予約のご案内
―会場調整会―

要件を満たす市民グループが公民館の会場を借りて活動する場合、
「会場調整会」への参加によって会場の予約をすることができます。

会場調整会は、毎月第一土曜日（祝日の場合は原則
翌日）午前10時～、地下ホールにて開催しています。
使用希望が重なっているときはお互いに話し合
い、調整を行います。
重なっているグループが調整会に参加しなかった
場合は、使用希望は取り消しとなります。

2会場調整会への参加

調整の結果は仮予約です。調整会の会場で本申込ができます。
本申込は会場調整会から10日以内にしてください。10日を過ぎると仮予約は無効になります。

3本申込による予約の確定

会場調整会に参加しなくても、調整会当日の午後２時から、
２階事務室で空いている会場の予約を受付けます。
また、電話での仮予約は午後３時から受付けています。

4会場調整会後の予約方法
＊�利用要件などの詳細や不明な点
は、公民館までお問合せください。
＊�会場調整会は、公民館利用者連絡
会のご協力により実施しています。

入口正面にあるポスト。参加申込書はこちらへ

使用希望月 ロビー使用希望月 申込書のポスト投入期間 会場調整会
２７年５月 ２７年６月 ３月７日（土）～４月２日（木） ４月４日（土）午前１０時

２７年６月 ２７年７月 ４月４日（土）～４月３０日（木） ５月２日（土）午前１０時

＊２７年７月 ― ５月２日（土）～６月４日（木） ６月６日（土）午前１０時

＊公民館では空調機器の入替工事のため、７月から１０月の間で約２カ月間の休館を予定しています。
７月については、部分開館となることもありますので、申込みの際は、公民館にご確認ください。

■今後の日程

公民館１階入口正面にある会場別ポストに
参加申込書を投入する。
ポスト投入期限は、毎月、調整会直前の木曜日です。

1「公民館会場等使用調整会参加申込書」の提出
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お　話　湯浅　誠（社会活動家／法政大学）

「反貧困」を旗印に、格
差社会に異議を申し立てた
２００８年末の「年越し派遣
村」元村長・湯浅誠さん
は、２０１２年３月までの約２
年間、内閣府参与として政
権に入った経験をもとに、
『ヒーローを待っていても
世界は変わらない』を刊行（文庫版）しました。
本書は、「決められない政治」「強いリーダーシップ待望
論」について徹底的に考え抜き、議会政治と政党政治をあ
えて擁護する立場から、「おまかせ民主主義」に警鐘を鳴
らした民主主義論です。統一地方選挙後のタイミングに、
改めて民主主義のあり方を考えたいと思います。

〈湯浅さんの本〉
『ヒーローを待っていても世界は変わらない』（朝日新聞出
版）、『反貧困』（岩波新書）、『貧困についてとことん考え
てみた』（茂木健一郎と共著、ＮＨＫ出版）ほか多数

と　き　４月２８日（火）夜７～９時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　８５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

月
に
一
度
、
小
説
の
世
界
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
講
座
で
は
、
作
品
を
読
ん
で

各
自
の
読
み
を
出
し
合
い
、
参
加
者
の
話
や
講
師
の
お
話
を
聞
い
て
読
み
を
深
め
ま
す
。

今
年
度
の
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
は
、
戦
中
戦
後
の
あ
り
方
を
問
う
文
学
作
品
を
中
心
に
、
明

治
期
か
ら
現
代
ま
で
の
多
様
な
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

個人的・集団的力量を発達させる権利である。

〈
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
〉

記
憶
を
た
ど
り
歴
史
を
問
う

と　

き　

夜
７
時
半
～
９
時
半

と
こ
ろ　

公
民
館　

３
階
講
座
室　

定
員　

30
名

申
込
先　

公
民
館　

☎
（
５７２
）
５
１
４
１

月　

日

作　
　

品

講　

師

４
／
23（
木
）
堀
田
善
衛
『
方
丈
記
私
記
』

（
ち
く
ま
文
庫
）
紅こ
う

野の　

謙
介

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

５
／
21（
木
）
赤
坂
真
理
『
東
京
プ
リ
ズ
ン
』

（
河
出
文
庫
）
佐
藤　

泉

（
青
山
学
院
大
学・日
本
近
代
文
学
）

６
／
11（
木
）
谷
崎
潤
一
郎
『
春
琴
抄
』

（
新
潮
文
庫
）
大
野　

亮
司

（
亜
細
亜
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

７
／
９（
木
）
い
と
う
せ
い
こ
う『
想
像
ラ
ジ
オ
』

（
河
出
文
庫
）
山
岸　

郁
子

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

１０
／
１５（
木
）
辻
邦
生
『
西
行
花
伝
』

（
新
潮
文
庫
）
東
郷　

克
美

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・
日
本

近
代
文
学
）

11
／
12（
木
）
樋
口
一
葉

『
に
ご
り
え
・
た
け
く
ら
べ
』

（
新
潮
文
庫
）
金か
な

井い　

景
子

（
早
稲
田
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

12
／
10（
木
）
有
吉
佐
和
子
『
香
華
』

（
新
潮
文
庫
）
小お
だ
い
ら平　

麻
衣
子

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

１
／
14（
木
）
中
島
京
子
『
小
さ
い
お
う
ち
』

（
文
春
文
庫
）
榎
本　

正
樹

（
現
代
日
本
文
学
）

 

《上映作品》

『武蔵の国の仏たち』１９７８年　カラー　２９分
　監督・脚本＝小笠原基生　　企画＝教育庁文化課

『甦る村の仏』１９８１年　カラー　２６分
　監督・脚本＝山添　哲　　企画＝近畿日本鉄道

『円空』１９７７年　カラー　３０分
　監督＝松川八洲雄　脚本＝松山善三　語り＝宇野重吉

国分寺薬師堂の薬師如来像や高尾山不動堂の不動明王像
などを通して地元の人々と仏像の結びつきを描く『武蔵の
国の仏たち』、仏像修復の過程を追いながら、仏師が仏像に
込めた思いに迫る『甦る村の仏』、各地を巡り、人々の為
に木っ端に仏の姿を刻み続けた円空の生涯を追う『円空』。
信仰の対象として古来より親しまれてきた〈仏像〉と人

々との心の結びつきを見つめた秀作ドキュメンタリー３本
を上映します。

と　き　４月１９日（日）昼２時～３時半頃
ところ　公民館　地下ホール
定　員　８５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

〈図書室のつどい〉

―ヒーローを待っていても“地域”は変わらない―

暮らしの中から考える民主主義
〈Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉
《シリーズ　ニッポンの記録映画　VOL.４2》

仏　　像
人々が籠

こ

めた〈祈り〉の心
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

し ょ う が い し ゃ 青 年 教 室
しょうがいしゃ青年教室は、しょうがいがある若者とない若者が共に活動して、お互いに学
び合う場をつくることを目的にした青年教育事業です。一緒に活動するメンバーを募集します。

右記の７つのコースに分かれ、年に６～１０回程度活動し
ます。いずれかのコースを選んで参加できます。
また、全体での活動（クリスマス会、合宿など）や部活
動も年に数回あり、希望に応じて参加できます。

期　間　５月～来年２月（一部３月まで）。月１～２回程度
対　象　市内在住・在学・在勤の学校卒業後～３０歳くらい

までのしょうがいしゃ手帳を持つ方
	 ＊共に活動するスタッフも募集中！
申込先　４月15日（水）までに、朝９時～夕５時の間に来

館または電話で担当までご連絡ください。
	 公民館☎（５７２）５１４１
※受付時間内に来られない方は早めにお電話ください。
※コースの参加人数にはそれぞれ定員がありますので、ご
希望にそえない場合もあります。

この講座は滝乃川学園の協力を得て、陶芸をしながらし
ょうがいがある若者と交流をします。作った作品の一部は
公民館にある喫茶「わいがや」の食器として使います。
講座終了後は、公民館１階の市民交流ロビーで、作品展
を開きます。関心のある方の参加をお待ちしています。

講　師　木村　冨美枝、大野　博美

と　き　５月１６日～１１月21日　全１０回	
	 第１・３土曜日　昼２時～４時
	 （８月は休み、１１月は21日のみです）
ところ　滝乃川学園成人部作業棟　２階陶芸室
	 ＊初回は公民館１階青年室で説明会を行います。
対　象　原則全回参加できる方（１８歳以上）
定　員　１０名（先着順）
申込先　４月２４日（金）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

のびのびとからだを動かして、自分を表現してみません
か？　毎回、まずは深呼吸をしてからだをほぐし、音楽や
もの、ことばなどいろいろなヒントを使って楽しみながら
自分のイメージを豊かに表現していきます。
こころもからだも柔らかくして自分の可能性を開放し、

仲間と楽しく作品を創りましょう。全８回の講座の最後に
は、青年室のクリスマス会で作品を発表します。

ファシリテーター　大川　あじさい

〈プロフ�ィール〉多摩美術大学卒。アーティスト。演劇・
ダンス・絵画作品など発表。ジャンルにとらわれ
ない独自の表現を模索・活動中。公民館内の喫茶
「わいがや」元スタッフ。

と　き　５月２３日、６月２７日、７月２５日、９月２６日、
	 １０月２４日、１２月５日、１２日、１３日
	 土曜日　昼２～４時（全８回）
	 （※８・11月はお休み、１２月１３日（日）は発表会）
ところ　公民館　地下ホール（７・９月は近隣別施設）
対　象　身体を使って表現すること、しょうがいがある人

と一緒に舞台をつくることに関心がある方。年齢
・国籍・性別・しょうがいの有無は問いません。
＊しょうがいがある方は、後日面談をする場合が
あります。

定　員　15名（先着順）
申込先　４月９日（木）朝９時～５月１５日（金）夕５時まで
	 公民館☎（５７２）５１４１

スポーツ：市内の体育館や校庭でさまざまなスポーツに挑
戦します。ドロケイやソフトボールなどを行い
ました。第１金曜日の夜６時半～８時

Ｙ Ｙ Ｗ：一人ではやらないことを皆で企画して楽しい時
間を過ごします。流しそうめんやすごろく作り
などをしました。第２金曜日の夜７時半～９時

クラフト：毎回オリジナルの工芸作品を作ります。七夕か
ざり作りや書初めなどを楽しみました。
第４金曜日の夜７時～８時半

リトミック：音楽のリズムに合わせて身体を動かします。
第２土曜日の昼２時～４時（８、９月はお休み）

料　　理：さまざまなカレーをこだわって作っています。
カレーの他にも、手巻き寿司やつけ麺などを作
って皆で食べました。
隔月第３土曜日の午後５時半～８時

喫茶実習：公民館内の喫茶「わいがや」で実習をします。
開店時と希望日時を調整して日程を決めます。

陶　　芸：毎月第１・３土曜日の午後　※左下参照

しょうがいしゃと交流しよう！
～いっしょにつくる陶芸講座～

〈身体表現ワークショップ〉

―のびのびとうごくワークショップ―

からだであそぼう

合
宿
で
栃
木
県
に
行
き
ま
し
た
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この時期の多摩川河川敷周辺でみられる野鳥について、
観察会を行います。先生のお話を聞きながら、どんな鳥が
いるのか、じっくり観察してみましょう。

講　師　相馬　尚教
（府中市郷土の森博物館　自然観察指導員）

と　き　５月２３日（土）朝９時半～１１時半ごろ
＊少雨実施。雨天の場合は中止。

ところ　多摩川河川敷周辺
集合・解散　立川バス「国立操車場」バス停
持ち物　筆記用具、お持ちの方は野鳥図鑑、双眼鏡等

帽子、飲み物
定　員　１５名（先着順）
申込先　４月１０日（金）朝９時～

公民館☎（５７２）５１４１

秋の市民文化祭に向けて、実行委員会を立ち上げて準備
に入ります。
文化祭は、グループ活動や美術、伝統文化､ 芸能など、

日ごろの活動の成果を発表する場です。文化の交流で、地
域の仲間を広げてみませんか。
今年は公民館も６０周年、市民文化祭も第６０回となりま

す。みんなで盛り上げ、地域での豊かなつながりをつくり
ましょう。多くのグループ、個人の参加をお待ちしていま
す！

第１回　文化祭実行委員会

と　き　４月２３日（木）夜７時～
ところ　公民館　地下ホール
連絡・問合先　公民館☎（５７２）５１４１
※実行委員会は全４回開催予定です。

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

３
月
１０
日
（
火
）
第
３０
期
第
５
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１４
名
、
館
長
、
職

員
２
名
が
出
席
。
傍
聴
３
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

議
題

○
公
民
館
予
算
及
び
主
催
事
業

館
長
、
担
当
職
員
よ
り
説
明
。
予
算

で
は
、
例
年
と
大
き
な
変
動
は
な
い
が
、

空
調
設
備
の
入
替
工
事
、
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
設
置
、
６０
周
年
記
念
誌
の
印
刷
な

ど
を
計
上
。
主
催
事
業
は
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
展
開
や
内
容
に
つ
い
て
説
明
あ

り
。

○
次
期
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員
選
出

佐
藤
節
子
委
員
長
に
代
わ
り
、
間
瀬

委
員
を
選
出
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

２
月
号
の
３
つ
の
講
座
同
時
開
催
は
、

関
心
の
高
い
内
容
な
の
で
時
間
を
ず
ら

し
て
ほ
し
か
っ
た
と
の
反
響
。
３
月
号

の
講
演
要
旨
「
記
憶
力
の
正
体
」
は
興

味
深
か
っ
た
。「
報
道
さ
れ
な
い
中
東

の
真
実
」
は
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
。

○
社
会
教
育
委
員
会

答
申
に
つ
い
て
ま
と
め
の
段
階
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

狛
江
市
の
市
民
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に

際
し
、
市
民
よ
り
公
民
館
増
築
の
案
。

市
民
活
動
活
発
。

○
そ
の
他

次
回
の
公
運
審
は
２９
期
答
申
の
「
現

代
の
公
民
館
に
求
め
ら
れ
る
事
業
に
つ

い
て
」
意
見
を
出
し
合
い
、
理
解
を
深

め
る
。

次
回
４
月
14
日
（
火
）
午
後
７
時
１５

分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。�

（
長
田
）

１
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
同
じ
市
内
に
暮
ら
す
仲
間

と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
講
座
で
す
。
終
了
後
に
は
同
窓
会
「
心
遊
会
」
に
参
加
し

て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

春
か
ら
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
方
、
市
内
で
の
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

と　

き　

５
月
１３
日
～
３
月
１６
日　

毎
週
水
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

と
こ
ろ　

公
民
館　

３
階
集
会
室
ほ
か
（
料
理
は
福
祉
会
館
）

対　

象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方

定　

員　

２５
名
（
年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
る
方
）

申
込
先　

４
月
８
日
㈬
朝
９
時
～　

公
民
館
☎
（
５７２
）
５
１
４
１

《 

主
な
内
容 

》
※
全
て
の
講
座
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

◆
健
康
を
考
え
た
手
軽
な
料
理

高
血
圧
や
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
食
事
な
ど
を
作
り
ま
す
。

講
師
　
北
川
　
み
ど
り
（
管
理
栄
養
士
）

◆
く
に
た
ち
の
自
然
に
目
を
む
け
る
（
自
然
観
察
）

市
内
を
歩
い
て
、
春
と
秋
の
植
物
を
学
び
ま
す
。

講
師
　
神
成
　
カ
ネ
（
な
ず
な
の
会
）
ほ
か

◆
三
原
色
で
絵
が
描
け
る
（
水
彩
画
入
門
）

初
心
者
で
も
描
き
や
す
い
「
キ
ミ
子
方
式
」
で
水
彩
画
に
挑
戦
し
ま
す
。

講
師
　
松
本
　
キ
ミ
子
（
キ
ミ
子
方
式
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
）

◆
音
を
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
）

軽
い
運
動
を
し
た
り
歌
を
歌
っ
て
、
心
と
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

講
師
　
濱
谷
　
紀
子
（
同
志
社
女
子
大
学
）

◆
く
に
た
ち
の
昔
の
暮
ら
し
を
知
り
、
時
代
を
振
り
返
る
（
歴
史
）

昔
の
道
具
や
食
事
か
ら
、
国
立
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

講
師
　
佐
伯
　
安
子
（
く
に
た
ち
の
暮
ら
し
を
記
録
す
る
会
）

◆
高
齢
者
の
生
活
を
考
え
る
（
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
）

高
齢
者
福
祉
制
度
や
市
内
の
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の
活
動
な
ど
、
皆
さ
ん
が
学

び
た
い
こ
と
を
取
り
上
げ
ま
す
。

＊
各
コ
ー
ス
の
間
に
は
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

 

―

新
た
な
発
見
と
地
域
の
仲
間
作
り

―

シ

ル
バ
ー
学

習

室

第６０回　くにたち市民文化祭

第１回実行委員会のお知らせ

文化祭を一緒につくりましょう ！
くにたち野鳥観察

―多摩川周辺―
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「
童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会
」

心
が
癒
さ
れ
元
気
が
出
る
、
懐
か
し

い
叙
情
歌
の
数
々
を
、
大
き
な
声
で
、

気
持
良
く
、
思
う
存
分
、
ご
一
緒
に
歌

い
ま
せ
ん
か
…
。
先
ず
は
ご
体
験
を
、

連
絡
待
っ
て
ま
す
。

日
時　

月
一
回
土
曜
日　

朝
１０
時
～

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル　

地
下
ス
タ
ジ
オ

連
絡
先　

沼
﨑
（
５７５
）
２
７
１
５

ウ
ク
レ
レ
初
心
者
！　

お
仲
間
募
集

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
名
曲
♪
真
珠
貝
の
唄

を
練
習
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
レ
レ
に
興

味
の
あ
る
方
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご
見
学
は
無
料
。
詳
し
く
は
『
コ
ニ
コ

ニ
の
会
』
梶
原
ま
で
。

日
時　

第
二
、
四
㈬
夜
７
時
～
８
時
半

場
所　

富
士
見
台
二
丁
目
集
会
所

連
絡
先　

梶か
じ

原わ
ら

０９０
（
６７００
）
８
７
７
４

フ
ル
ー
ト
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
魅
力
を
追
求
す
る

と
共
に
、
メ
ン
バ
ー
の
和
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
先
生
の
指
導
を
受
け
、
秋

に
演
奏
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

国
立
フ
ル
ー
ト　

「
桜お

う

音い
ん

の
会
」

日
時　
毎
月
第
二
、四
㈫
夜
６
時
～
８
時

場
所　

富
士
見
台
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

西
村
０９０
（
１２１０
）
２
６
４
０

手
の
ひ
ら
健
康
バ
レ
ー
へ
の
お
誘
い

軽
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
ル
ー
ル
で
プ
レ
イ
し
ま
す
。
チ
ー

ム
プ
レ
ー
な
の
で
健
康
維
持
と
同
時
に

仲
間
づ
く
り
も
出
来
ま
す
。
元
気
で
ス

ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
方
見
学
下
さ
い
。

日
時　

原
則　

毎
週
水
曜
昼
１
時
～

場
所　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

宮
本
（
５７１
）
６
４
３
０

水
泳
「
Ｃ
Ｆ
Ｃ
」
会
員
募
集

春
で
す
！
冬
場
の
運
動
不
足
解
消
に

泳
い
で
み
ま
せ
ん
か
。
初
級
・
中
級
・

上
級
に
分
か
れ
女
性
コ
ー
チ
の
指
導
で

楽
し
く
泳
い
で
い
ま
す
。
会
員
は
女
性

の
み
。
体
験
可
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

昼
１２
時
～
２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

山
田
（
５０５
）
５
１
６
２

和
弓
を
ひ
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

和
弓
は
姿
勢
を
良
く
し
、
集
中
力
を

養
い
、
誰
に
で
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
最
初
、
用
具
は
会
で
用
意
し
ま
す
。

会
費
一
回
５００
円
。
詳
細
は
夜
７
時
以
降

電
話
を
下
さ
い
。
く
に
た
ち
弓
友
会

日
時　

毎
週
一
回
㈯
又
は
㈰
午
前
中

場
所　

昭
島
市
総
合
体
育
館
弓
道
場

連
絡
先　

長
谷
川
（
５７６
）
１
４
８
９

骨
盤
体
操
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

骨
盤
ま
わ
り
を
活
性
化
し
、
下
半
身

を
引
き
し
め
て
お
腹
ぽ
っ
こ
り
対
策
、

尿
も
れ
し
に
く
い
健
康
な
体
を
手
に
入

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

是
非
見
学
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

日
時　

月
曜
日　

夜
８
時
～

場
所　

中
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

坂
本
０５０
（
３７１３
）
３
０
２
１

「
さ
く
ら
太
極
拳
」
会
員
募
集

２４
・
４８
式
を
中
心
に
、
年
令
問
わ
ず

楽
し
く
太
極
拳
を
し
て
い
ま
す
。
３２
式

剣
の
レ
ッ
ス
ン
も
始
ま
り
、
充
実
度
ア

ッ
プ
！
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

太
極
拳
で
心
身
共
に
健
康
に
！

日
時　

毎
週
金
曜
日
昼
３
時
～
５
時
半

場
所　

総
合
体
育
館　

第
３
体
育
室

連
絡
先　

山
田
０９０
（
３４３９
）
０
３
３
９

「
北
プ
ラ
吹
矢
の
会
」
会
員
募
集

楽
し
み
な
が
ら
、
胸
式
腹
式
呼
吸
で

自
然
と
体
調
が
整
え
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
で
す
。
市
主
催
の
大
会
が
毎
年
行

わ
れ
、
高
齢
者
で
も
楽
し
め
ま
す
。
無

料
体
験
可
。
問
合
せ
は
午
後
。

日
時　

第
一
、
二
、
三
月
曜
昼
１
時
半

場
所　

北
市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

連
絡
先　

武
田
０９０
（
２６３１
）
４
４
１
５

国
立
泉
句
会

五
七
五
の
俳
句
を
自
由
に
楽
し
く
作

り
ま
せ
ん
か
。
花
の
名
前
や
漢
字
も
自

然
と
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
初
心

者
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

五
句
持
参
見
学
無
料
。
会
費
千
円
。

日
時　

毎
月
第
三
日
曜
日　

昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階

連
絡
先　

田
中
（
５７７
）
７
０
１
８

植
物
画
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
へ
の
お
誘
い

皆
最
初
は
初
心
者
で
し
た
。
初
心
者

か
ら
分
か
り
易
く
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
楽
し
い
植
物
画
の
会
を
目
指
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
見
学
自
由
、

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

月
二
回
水
曜
日　

昼
１
時
半
～

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル　

ア
ト
リ
エ

連
絡
先　

田
中
（
５７５
）
７
５
７
０

第
１１
回
さ
わ
や
か
水
彩
画
展

水
彩
画
を
楽
し
く
の
び
の
び
と
描
く

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
サ

ー
ク
ル
「
く
に
た
ち
彩さ

い

の
会
」
で
す
。

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　

４
月
１０
日
㈮
１０
時
～
１５
日
㈬

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

連
絡
先　

横
井
（
５７２
）
７
７
５
２

国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
会

４
月
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
会
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
の
歴
史
・
文
化
・
諸
事
情
に
つ
い

て
、
サ
レ
・
ム
ハ
マ
ド
・
ジ
ャ
ハ
ー
さ

ん
に
講
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時　

４
月
１６
日
㈭
夜
６
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

和
田
０９０
（
３４９７
）
２
１
１
０

ひ
ろ
ば

（
８
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

〈社会体育事業〉

小学生の初心者水泳教室

日　時　５月２０日（水）・２１日（木）・２７日（水）・６月３
日（水）・４日（木）・１０日（水）・１７日（水）・１８
日（木）計８回
午後４時から６時まで（初回は午後３時５０分集合）

場　所　くにたち市民総合体育館　室内プール
費　用　無料
指導員　国立市スポーツ推進委員　保坂智子ほか
対象・定員

市内在住・在学の小学４・５・６年生
計４０名（泳ぎの苦手なお子さんが対象）
※応募者多数の場合は抽選。６年生優先、初めて
の参加者優先。

申込方法
往復はがきに往信用裏に住所・氏名（フリガナ）
・学年・性別・緊急連絡先電話番号を、返信用表
にも住所・氏名を明記の上、お申し込みくださ
い。
※はがき１枚につき１名。複数名の記載、記載漏
れの場合は無効とします。

申込締切　４月２０日（月）必着
申込・問合先

〒１８６―８５０１　国立市教育委員会　生涯学習課
「小学生の初心者水泳教室」係
生涯学習課　社会教育・体育担当
☎（５７６） ２ １ ０ ７ （直通）
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１９日（日）昼＊Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ公民館映画会
� 「仏像―人々が籠めた〈祈り〉の心」
２１日（火）夜　６０周年記念事業実行委員会
２３日（木）夜～くにたちブッククラブ
２３日（木）夜＊文化祭実行委員会
２４日（金）夜＊『町の政治』上演と講演
２８日（火）夜＊図書室のつどい
� 「暮らしの中から考える民主主義」
５月１３日（水）朝～シルバー学習室
１６日（土）昼～「しょうがいしゃと交流をしよ
� う！～いっしょにつくる陶芸講座～」
23日（土）朝　くにたち野鳥観察
２３日（土）昼～「からだであそぼう
� ～身体表現ワークショップ～」

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

今月の公民館（４月、５月初）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
８
３
〉�

「
よ
さ
こ
い
一い

ち

美び

会か
い

」

カ
ッ
コ
イ
イ
！
や
り
た
い
な
と
思
っ
て

い
た
」「
入
会
し
た
の
は
、公
民
館
で『
南

中
ソ
ー
ラ
ン
』
の
映
画
上
映
後
、
一
美

会
の
実
演
を
観
た
の
が
き
っ
か
け
」「
年

十
数
回
の
お
祭
り
や
舞
台
で
の
発
表
が

楽
し
み
」「
美
し
く
元
気
に
な
る
情
報

交
換
も
さ
か
ん
」
と
か
。

現
在
は
４
歳
か
ら
７０
歳
ま
で
、
祖
母

と
孫
、
母
と
娘
で
入
会
し
て
い
る
方
も

い
て
３０
余
名
。
１００
名
を
目
指
し
て
い
る
。

防
音
と
鏡
の
あ
る
会
場
を
市
内
外
に

確
保
。
週
３
回
の
う
ち
都
合
に
合
わ
せ

て
参
加
可
。
中
高
年
の
初
め
て
の
方
、

男
性
も
大
歓
迎
。
夏
の
ス
テ
ー
ジ
に
間

に
合
い
ま
す
！
と
の
こ
と
。

活
動
日　

（
毎
週
）
火
・
木
・
土

会
費
、
時
間
等
の
詳
細
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

連
絡
先　

大
空
０８０
（
１２０２
）
１
１
０
３

�

〈
文
・
写
真　

荒
井
寿
恵
〉

土
曜
日
の
朝
、
公
民
館
地
下
ホ
ー
ル

に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
流
れ
、
大
鏡
の

前
で
１０
人
が
瞑
想
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
始
ま
っ
た
。
座
禅
か
ら
開
脚
、
う
つ

伏
せ
と
ポ
ー
ズ
が
移
る
。
各
人
が
無
理

の
な
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
み
な
驚
く
ほ
ど
柔
ら
か
い
。

「
よ
さ
こ
い
一
美
会
」
は
、「
こ
こ
ろ

一
つ
に
美
し
く
舞
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
指
導
者
の
大お
お

空ぞ
ら

ひ
と
み
先

生
が
、
６
年
前
に
始
め
た
「
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
」
の
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。

先
生
が
合
図
し
て
「
新
し
い
曲
『
パ

ワ
ー
』
を
今
日
一
日
で
覚
え
ま
す
」
と

言
っ
て
振
り
と
解
説
を
始
め
る
と
全
員

が
動
き
を
追
い
、
３０
分
連
続
で
ロ
ッ
ク

調
の
曲
を
習
い
踊
っ
た
。
取
材
時
は
寒

の
最
中
だ
っ
た
が
休
憩
中
は
ド
ア
を
開

放
し
て
涼
む
ほ
ど
だ
っ
た
。
後
半
は
、

鳴
子
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
『
ア
ジ
ア

の
海
賊
』
を
時
間
ま
で
舞
い
踊
っ
た
。

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」は
１
９
９
０

年
代
に
北
海
道
か
ら
広
ま
っ
た
。
和
の

テ
イ
ス
ト
を
残
し
た
新
民
謡
の
舞
踊
で
、

世
界
の
多
様
な
文
化
要
素
と
の
融
合
性

が
高
い
。一
美
会
も
昨
年
流
行
し
た『
ア

ナ
雪
』
を
舞
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

息
を
弾
ま
せ
た
会
員
の
お
話
を
伺
っ

た
。「
初
め
て
見
た
の
は
息
子
の
運
動
会
。

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
貧
困

華
や
か
な
ゲ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
が
消

費
さ
れ
他
の
人
権
侵
害
を
隠
す
た
め
政

治
利
用
さ
れ
る
影
で
、
一
般
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
へ
の
無
理
解
が
当
事
者
を
貧
困
に
追

い
や
っ
て
い
る
。「
要
予
約
」

日
時　

４
月
１７
日
㈮
夜
７
時
～

場
所　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ

連
絡
先　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ（
５７３
）４
０
１
０

第
１９９
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
料
理

ギ
ル
バ
ー
ト
、
呉
さ
ん
ご
夫
妻
に
マ

カ
ロ
ニ
チ
ー
ズ
と
デ
ザ
ー
ト
を
習
い
ま

し
ょ
う
。
材
料
費
８００
円
。
ふ
き
ん
と
ゴ

ミ
袋
を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　

４
月
１８
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

が
ま
ど
ん
さ
る
ど
ん
は
、
公
民
館
で

読
み
聞
か
せ
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
も
大
型
絵
本
・
素
話
・
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
な
ど
親
子
で
楽
し
め
ま
す
。

春
の
お
す
す
め
絵
本
も
読
め
ま
す
。

日
時　

４
月
２１
日
㈫
昼
２
時
半
～

場
所　

公
民
館　

３
階
和
室

連
絡
先　

堀
（
５７６
）
７
９
４
４

国
立
市　

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

女
子
の
部
（
９
人
制
）

日
時　

４
月
１９
日
㈰
朝
９
時
～

場
所　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

副そ
え

田だ

（
５８０
）
０
８
５
６

男
子
の
部
（
６
人
制
）

日
時　
５
月
１０
日
㈰
朝
９
時
～

場
所　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

佐さ

土ど

原は
ら

（
５７５
）
７
６
６
１

※
申
込
み
・
参
加
費
等
の
詳
細
は
、
各

連
絡
先
ま
で
。

く
に
た
ち
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

第
３７
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
ス
ラ
ブ
舞
曲
集
よ

り
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
交
響
曲
第
７
番　

未

完
成　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
５

番
運
命　

指
揮
和
田
一
樹　

入
場
無
料

日
時　

４
月
２６
日
㈰　

昼
２
時
開
演

場
所　

一
橋
大
学　

兼
松
講
堂

連
絡
先　

事
務
局
０８０
（
５４４５
）
９
２
９
２

く
に
た
ち
女
声
合
唱
団
演
奏
会

第
１７
回
演
奏
会
（
４０
周
年
記
念
）
を

行
い
ま
す
。
日
本
抒
情
歌
、
四
つ
の
沖

縄
の
歌
・
外
国
の
歌
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
４０
年
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、

私
達
ら
し
い
音
色
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時　
５
月
１０
日
㈰
１４
時
（
無
料
）

場
所　

小
金
井
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

連
絡
先　

諸も
ろ

井い

（
５７６
）
０
３
５
８

♪
身
体
が
よ
く
動
く
♪

 


